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内 容 梗 概

近来エスカレータは百貨店以外の新分野への進出も顕著になり,より複雑な意匠が要求されるととも

に構造的にも特殊な要求がなされるようになってきた｡日立製作所においてはこれらの特殊な仕様を満

足させるため,従来の百貨店向き標準型に加えてさらに新型を開拓し,広く好評を博している｡

本稿では,これら新分野の開拓に成功した復列連動式エスカレータ,および全透明式エスカレータな

ど,特殊製品の紹介を主にして,最近の日立エスカレータの動向を述べる｡

l.緒 言

近年人都市の百貨店には,エレベータとともにエスカ

レータを設置して乗客へのサービスと輸送力の確保をは

かるのほ常 となっているが,最近の傾向として,都市

においてほ百貨店以外の一般商店,特殊用途の建物,お

よび地方の小百貨店などにもエスカレータを設置するよ

うになってきている｡

したがって,これらの分野に浦川されるエスカレータ

としてi･も 従来の大百貨店向きエスカレータのみでは,

必ずしも特殊用

ある｡

に対し目的を十分に達し得ない場合が

日立製作所は,つねにこれらの点に留意しながら,従

のエスカレータの改良に努力してきたのであるが,今

同,斬新な全透明式エスカレータ,および復列連動式エ

スカレータなどを完成して,それぞれ,相模鉄 文化会

館,銀座ショッピングセンター,船橋ヘルスセンターな

どに納入した｡

これらのエスカレータほ,種々の特長をもち,また日

立独特の新しい機構を加味したものである｡

本文でほ,これらを中心とした投近の口立特殊型エス

カレータの概要を紹介Lたいと思う｡

2.複列連動式エスカレータ

2.1構造とその特長

本エスカレータは,昇降用2台分のエスカレータを1台

のユニットにまとめて連動させるものである｡すなわち,

方向変換装碍(特許出願ヰ)を備えた1個の竪型駆動機械

によって, の1叫動2 うになって

おり,これら二つの運動は別々のチェーンを介して,昇

りおよび降F)エスカレータの踏段駆

る｡

このように,複列

鎖車に伝えられ

動式エスカレータは,従来の降り

三スカレ~タの余剰エネルギーを昇りエスカレータに
*
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第1図 船橋ヘルスセンター納800F-P2複列

連動式口立エスカレータ

第2回 復列連動式エスカレータ駆動機柑
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利用できる点において画期

的なものであり,経済上か

らも維持費の少ない理想的

なエスカレータといえる｡

また,昇り∋堅転と降り運転

を同時に行うことができる

ので,毎時10,000人(昇り

降り各5,000人)の輸送力

を有し,乗客の流れを円滑

にさばき,混雑を著しく緩

和できる｡

弟3図は復列連動式(F-

P2型)エスカレータの据付

仕様寸法を示したものであ

るが,昇りエスカレータと

降りエスカレータの間隔を

極度に切りつめて,従来の

2台のエスカレータを並設

する方法に比し,約20%の

据付占有面積の縮小と重量

の軽減をほかるとともに,

意匠ならびに構造上全体の

釣合調和を保つように考慮

されている｡また,一般向
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第3図 F-P2型後列昇降連動式エスカレータ据付寸法図

(単位 mm)

きとして設計されたエスカレータで,800型(欄干有効幅

800mm)を標準とし,欄干まわりは内側パネルをステン

レス製,あるいは鋼板塗装仕上げが

2.2 消費動力

準である｡

連動式エスカレータは,1台の駆動機矧こよって昇り

および降り 転を連動するため昇り降りの荷重が平均

し,降りエスカレータの負荷によって生じる余剰エネル

ギーほ,直接昇りエスカレータの乗客輸 動力にも利用

できるから,全体とLての消費動力は従来の普通のエス

カレータ昇り1台と比改してさえ経済的である｡その理

由を今簡単にするために昇り降りとも同→負荷で運転し

ている場合を取り上げ,次の記号を用いてこれらの関係

を説明する｡

クJ;エスカレータの負荷による正味動力(降り

転においては負荷によって生じる返還動力)

‰′:昇り専用エスカレータにおける電動機の損失

動力

ク仇′′:降り専用エスカレータにおける電動機の損失

動力

ク仇′′/:連動式エスカレータにおける

力

動機の損失動

P竹′:昇り専用エスカレータの駆動機械を電動機に

よって正駆動させる場合の損失動力(主とし
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てウォーム歯車の損失動力)

Plβ′′:降り専用エスカレータの駆動機械を

荷により逆駆動させる場合の損失動力

Pl秒′′′‥複列連動式エスカレータの駆動機械の損失動

力

アリ:上記駆動機械以外の機械部分,および踏段の

行抵抗に関する損失動力

P′:連動式エスカレータに用いた方向変換装置の

損失動力

従来の昇り専用エスカレータ

カタ～`ほ

要な全動

クー`=ア～十P肌′+P珊′+Pダ…………………(1)

であり,また降り

J,J.∴

:用エスカレータ1台に必要な全動力

Pβ=ク偶′′+P御′′+タグー薫

となる｡したがって,これらの昇りエスカレータと降り

エスカレータを別々に製作して並列設置すれば,全所要

動力Pほ次式で与えられる｡

P=P㍑+P♪

=f㌦′+クm′′+P甜′+P柑′/+2タグ………(3)

一方,複列連動式エスカレータにおいてほ1偶の駆動

機械がつねに正駆動しているから,運転に必要な全動力
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第4回 復列連動式エスカレータと昇り専用

エスカレーータ1台との消費動力比較

タグは次のようになる｡

ア腐=戸別′′/+P,〝′′/+2吊+帯…‥
.(4)

したがって, 動式エスカレータと昇り専用エスカレ

ータ1台との比較は,(1)式と(4)式の差をとり

j㌔-み=Pg-ち-ぞr+(㍍しヱ㌦′′′)

+(P,-ノータIβ′′′)=アr｣㌔十(‰′-‰′′′)

+(P岬/-j㌦//′)

(考ほ普通きわめて小さい)

ここにおいて,

㍍′>‰′//

P叩′>ア～〃′//

および

薫>均

を満足する場合,すなわち連動式エスカレータの乗客負

荷がある程度以上に増し,機械部分と踏段走行との損失

の和以上に達し

カレータの

の消

ほ,複列連動式エス

転動力が従来の昇り専用エスカレータ1子㌻

動力より少ないことになる｡第4図ほ階高4メー

いレのエスカレータについての実測例である｡

次に,辿動式エスカレータと,昇りおよび降り専用の

別々の2台のエスカレータを並設する場合との比較ほ

(3)式と(4)式の差をとり

クー舘二(j㌦′+ヱ㌦′し瑞′′′)+(P紺′+P一々′′一

書び′′′)-P′≒(‰′+f㌦′′一ヱ㌦′′′)+(クーノ+

且β′/一j㌔///)

ここにおいて,

f㌦/+‰//>f㌦///

R｡/+ア′℡//>p抑///

ゆえに

P>み

すなわち複列連動式エスカレータの消費動力の方がつね

に少ないことになる｡

第5図 相模鉄道株式会社相模文化会館納

800T塑全透明式日立エスカレータ

日立

3.全透明式エスカレータ

作所が今回完成して,銀座ショッピングセンタ

ー,および相膜鉄道文化会館などに納入した全透明式エ

スカレータは,従来一般に困難とされていた種々の問題

をほとんど解決し得た,意匠的にも最高級の百貨店向き

エスカレータである｡

すなわち,仝透明式エスカレータは欄干部分が完全に

透明強化ガラスで張りつめてあるため,従来の照明式エ

スカレータが内蔵していたハンドレール駆動装置(Hand

railgearing)をここに設けることができず,ハンドレ

ール駆動方式の設計にほ技術的院路の多いものであつ

た｡､

日 ∴ 明式エスカレータは,直径の大きな駆動車を

川いた新規なハンドレール駆動力式(特許出願中)を

川して,H滑な送りとすべりの少ない構造を特長とする

ものである.｡

最近の近代建築は,軽快な明るい構造のものが多く,

厚なものほほとんど見られなくなった｡したがって,

建物に設備されるエスカレータも,これに調和した軽快

で明るいものでなければならない｡

この観点から全透明式エスカレータは,欄干全部に透

明娘化ガラスを張りつめ,さらに欄干扶壁およびハンド

がレ,′レ 枠は,アルブライト処理を施した扱白

色の軽合金梨のゆるやかなカーブで構成されている｡ま

た,舞5図に示すように,ハンドレールの下側に蛍光ラ

ンプを配列して踏段を照明するなど(実用新案出願中),

近代建築にマッチした明るい陵
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なものである｡

木エスカレータを特に復列交叉塑に配列するか,不透

明な防火シャッタ欄干のない建物に設置した場合には,

その効果がさらに大きいといえよう｡
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第6!対 銀匪ショツビングヰニン′クー納全透明式

日立エスカレータ工場試験中

4.魔段電飾を試みたエスカレータ

本エスカレータは,苓個の踏段内部に光源ランプを内

蔵している｡これらの光源を川た光ほ,踏段の蹴込部

(RISER)に設けられたいろいろな形状の装飾孔を過つ

て,乗客の足許に電飾 楳を描き,踏段の動きにつれて

美しい光の流れを形づくるものである｡

弟7図ほアスターハウスに納入したエスカレータであ

るが,従来鋼板製であった外装部分を 明体でおおい,

逆行する電飾踏段を横側からもみうるように考慮されて

いる｡.すなわち,本エスカレータは,ホールやキャバレ

などのダークルームに設閏された場合に,周囲の雰囲気

とよく調和するよう考 されたもので,さらに闇別部分

を工夫することによって多種の川途に斯い､感覚を与え

ることができる.｡

構造上 おのおのの踏段に光源ランプを1ノづ成して瓜灯

するた捌こは,トラス内部のスペースをうまく利川し

て,2本のトロリ線を舶り,踏段白身には弟8図に示す

り付けてある｡ 電子にはコロを用

いて,トロリ縦との接触から生じる騒音を防ぐなど,絶

縁の問題とともに苦心がはらわれているし〕

5.結 言

以上,3桂に大別して最近の特殊型エスカレータの概

要を説明Lたが,百貨店向きの全透明式エスカレータを

l琉桝ぎ,これらの特殊型は,銀行,劇場,ホテル,ホー

ル,一般商店などに設覆する場合特に実用性の高いもの

第7同 柏段電飾を試みた透明式エスカレータ

第8図 踏 段 集 電 装 置

である｡

口立製作所ほ,今後増加するこれらの特殊化様に対し

ても,あらゆる困難を克服して脊種の要求に応ぜられる

ような態勢がととのえられている｡

エスカレータを設備するにあたってほ,その 用性と

築美の両面から検討されるべきものであり,この意味

において,本文が新しく設置される方々にいささか参考

になれば幸いである｡




